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（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

３．営業収益には、消費税等は含まれておりません。  

  

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれ

ている事業の内容について、重要な変更はありません。 

 また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】
１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第97期 

第１四半期 
連結累計期間 

第98期 
第１四半期 
連結累計期間 

第97期 

会計期間 
自 平成24年４月１日
至 平成24年６月30日

自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日 

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

営業収益 （千円） 8,875,735  9,375,416  36,291,013

経常利益 （千円） 34,684  43,849  438,730

四半期（当期）純利益 （千円） 6,672  1,011  206,427

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 164,232  249,963  628,307

純資産額 （千円） 9,937,143  10,537,177  10,341,959

総資産額 （千円） 29,218,761  36,436,779  29,349,443

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 0.49  0.07  15.08

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） －  －  －

自己資本比率 （％） 33.4  28.2  34.4

２【事業の内容】
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当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関

する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有

価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

なお、重要事象等は存在しておりません。 

  

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び

連結子会社）が判断したものであります。 

(1）経営成績の分析 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アベノミクスの３本の矢に対する期待感など

から株価の上昇や円安が進み、企業収益の回復に向けた兆しが見られたものの、欧州の債務問題や

新興国の経済成長の鈍化、円安進行による原材料価格の上昇など景気の下振れリスクも存在するな

ど、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。 

当社グループが属する物流業界につきましては、個人消費の伸び悩みによる国内貨物の減少、燃

料価格の高止まりなど、取り巻く環境は厳しいものでありました。 

このような状況の中で当社グループは、「日本一信頼される企業グループ」を目指し、収益力の

向上および経営基盤の強化、国際物流事業の拡大、ＣＳＲ経営の推進を経営目標としてグループ一

丸となって取り組みました。 

国内につきましては、当社グループ最大規模の拠点となる「埼玉営業所」が平成25年６月から稼

働したことに加えて、新規・既存得意先に対する積極的な営業活動を展開し、３ＰＬ事業の拡大に

努めました。海外につきましても、ベトナム・タイにおいて、食品関連の取扱いの拡充などを進

め、業容の拡大を図りました。 

これらの取り組みにより、営業収益、営業利益および経常利益につきましては、国内・海外とも

に前連結会計年度の期中に受注した新規得意先の収益が寄与したことや、当社グループの業績に影

響を与える主要な為替レートであるベトナムドン（ＶＮＤ）が前年同期と比べ、円安に推移したこ

となどから、増収増益となりました。一方で、四半期純利益につきましては、少数株主利益が増加

したことなどから、減益となりました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の営業収益は93億75百万円（前年同期比5.6％増）、営業

利益は77百万円（同43.3％増）、経常利益は43百万円（同26.4％増）、四半期純利益は１百万円

（同84.8％減）となりました。  

  

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

①貨物自動車運送事業 

当社およびLOGITEM （THAILAND） CO.,LTD.において、前連結会計年度の期中に新規得意先の業

務を受注したことや、LOGITEM VIETNAM CORP.NO.2およびLOGITEM VIETNAM CORP.において、既存得

意先の取扱いが増加したことなどから、増収増益となりました。 

その結果、営業収益は47億53百万円（前年同期比6.8％増）、セグメント利益は３億41百万円

（同25.0％増）となりました。 

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の50.7％を占めております。 

   

第２【事業の状況】
１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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②センター事業 

営業収益につきましては、当社において、前連結会計年度の期中に新規得意先の業務を受注した

ことなどから、増収となりました。一方で、セグメント利益につきましては、当社において、既存

得意先からの作業単価の改定要請に伴う値下げを実施したことや新規業務における作業効率化の遅

れなどから、減益となりました。 

その結果、営業収益は15億94百万円（前年同期比3.4％増）、セグメント利益は１億６百万円

（同10.0％減）となりました。 

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の17.0％を占めております。 

  

③アセット事業 

営業収益につきましては、当社において、平成25年６月から埼玉営業所が稼働したことや、

LOGITEM VIETNAM CORP.NO.2において、既存得意先の取扱いが増加したことなどから、増収となり

ました。一方で、セグメント利益につきましては、当社において、倉庫稼働率が低下したことなど

から、減益となりました。 

その結果、営業収益は15億33百万円（前年同期比4.3％増）、セグメント利益は１億55百万円

（同13.1％減）となりました。 

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の16.4％を占めております。 

   

④その他事業 

LOGITEM VIETNAM CORP.NO.1において、旅客自動車運送事業が拡大したことや、当社において、

引越移転事業が好調に推移したことなどから、増収増益となりました。 

その結果、営業収益は14億94百万円（前年同期比5.7％増）、セグメント利益は１億96百万円

（同14.2％増）となりました。 

当事業の営業収益は、当社グループ営業収益全体の15.9％を占めております。 

  

(2）財政状態の分析 

(資産) 

流動資産は、現金及び預金が５億22百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べて

６億９百万円増加し、90億46百万円となりました。固定資産は、リース資産が64億94百万円増加

したこと等により、前連結会計年度末に比べて64億78百万円増加し、273億90百万円となりまし

た。この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて70億87百万円増加し、364億36百万円となりま

した。 

なお、当社の埼玉営業所におけるリース資産の増加額は、65億５百万円であります。 

(負債) 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて４億21百万円増加し、110億48百万円となりました。固

定負債は、リース債務が64億95百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に比べて64億70

百万円増加し、148億50百万円となりました。この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて68

億92百万円増加し、258億99百万円となりました。 

なお、当社の埼玉営業所におけるリース債務の増加額は、68億63百万円（リース債務消費税 

３億57百万円含む）であります。 

(純資産) 

純資産合計は、為替換算調整勘定が２億16百万円増加したこと等により、前連結会計年度末に

比べて１億95百万円増加し、105億37百万円となりました。 
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。 

  

(4）研究開発活動 

該当事項はありません。 

  

(5）主要な設備  

新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第１四半期連結累計期間に著しい変動があ

った設備は、次のとおりであります。 

（新設）  

 (注）金額には消費税等を含めておりません。 

会社名 
事業所名  

（所在地）  
 セグメントの名称 設備の内容 

リース資産（建物） 倉庫面積 

帳簿価額（千円）  （㎡） 

当社 
埼玉営業所 

（埼玉県川越市） 

貨物自動車運送事業

センター事業 

アセット事業 

その他事業 

倉庫設備等  6,505,515  48,807.66
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①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】
１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  39,000,000

計  39,000,000

種類 
第１四半期会計期間末 
現在発行数（株） 

（平成25年６月30日） 

提出日現在発行数 
（株） 

（平成25年８月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式  13,833,109 13,833,109

東京証券取引所 

ＪＡＳＤＡＱ 

（スタンダード） 

単元株式数は1,000株であり

ます。 

計  13,833,109 13,833,109 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数 
（株） 

発行済株式 
総数残高 
（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金 
増減額 
（千円） 

資本準備金 
残高 

（千円） 

平成25年４月１日～ 

平成25年６月30日 
 － 13,833,109 － 3,145,955  －  3,189,989

（６）【大株主の状況】
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 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確

認できず、記載することができませんので、直前の基準日である平成25年３月31日の株主名

簿により記載しております。 

①【発行済株式】 

（注） 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれておりま

す。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

  

②【自己株式等】 

  

 該当事項はありません。 

  

（７）【議決権の状況】

  平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 

（自己保有株式） 

普通株式

146,000

－ 単元株式数 1,000株 

完全議決権株式（その他） 
普通株式

13,672,000
13,672 同上 

単元未満株式 
普通株式

15,109
－ － 

発行済株式総数 13,833,109 － － 

総株主の議決権 － 13,672 － 

平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義 

所有株式数 
（株） 

他人名義 
所有株式数 
（株） 

所有株式数 
の合計 
（株） 

発行済株式 
総数に対する
所有株式数 

の割合（％）

日本ロジテム株式会社 
東京都品川区荏原１－19－

17 
146,000 －  146,000  1.06

計 － 146,000 －  146,000  1.06

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25

年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レ

ビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,065,433 2,587,847

受取手形及び営業未収入金 ※  4,948,924 ※  4,714,007

その他 1,425,609 1,747,253

貸倒引当金 △2,363 △2,457

流動資産合計 8,437,604 9,046,651

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,491,579 4,449,715

土地 6,809,634 6,809,634

リース資産（純額） 668,482 7,163,047

その他（純額） 1,088,543 1,149,296

有形固定資産合計 13,058,240 19,571,693

無形固定資産 591,172 563,552

投資その他の資産   

敷金及び保証金 5,460,254 5,461,697

その他 1,855,332 1,846,844

貸倒引当金 △53,161 △53,660

投資その他の資産合計 7,262,426 7,254,881

固定資産合計 20,911,838 27,390,128

資産合計 29,349,443 36,436,779

負債の部   

流動負債   

営業未払金 2,182,159 1,923,120

短期借入金 5,924,964 6,026,885

賞与引当金 316,055 100,204

その他 2,203,822 2,998,508

流動負債合計 10,627,002 11,048,719

固定負債   

社債 1,486,600 1,686,600

長期借入金 4,547,152 4,272,226

リース債務 497,242 6,992,510

退職給付引当金 484,025 481,327

役員退職慰労引当金 372,766 376,916

その他 992,694 1,041,301

固定負債合計 8,380,481 14,850,882

負債合計 19,007,483 25,899,601
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,145,955 3,145,955

資本剰余金 3,190,060 3,190,060

利益剰余金 4,552,360 4,498,625

自己株式 △36,461 △36,461

株主資本合計 10,851,914 10,798,179

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 79,819 69,652

為替換算調整勘定 △824,009 △607,202

その他の包括利益累計額合計 △744,190 △537,550

少数株主持分 234,236 276,548

純資産合計 10,341,959 10,537,177

負債純資産合計 29,349,443 36,436,779
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

営業収益 8,875,735 9,375,416

営業原価 8,133,352 8,575,437

営業総利益 742,383 799,978

販売費及び一般管理費   

人件費 454,824 470,578

その他 233,622 252,102

販売費及び一般管理費合計 688,446 722,680

営業利益 53,936 77,297

営業外収益   

受取利息 7,733 6,076

受取配当金 2,331 2,299

受取手数料 6,657 5,270

持分法による投資利益 10,128 10,815

その他 7,850 12,530

営業外収益合計 34,700 36,991

営業外費用   

支払利息 40,887 37,903

為替差損 9,890 24,732

その他 3,174 7,804

営業外費用合計 53,952 70,440

経常利益 34,684 43,849

特別利益   

固定資産売却益 8,383 4,166

特別利益合計 8,383 4,166

特別損失   

固定資産除売却損 4,629 812

投資有価証券評価損 － 373

特別損失合計 4,629 1,186

税金等調整前四半期純利益 38,438 46,829

法人税、住民税及び事業税 38,778 51,305

法人税等調整額 △7,329 △15,615

法人税等合計 31,448 35,689

少数株主損益調整前四半期純利益 6,990 11,140

少数株主利益 317 10,129

四半期純利益 6,672 1,011
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 6,990 11,140

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,099 △10,500

為替換算調整勘定 158,110 247,811

持分法適用会社に対する持分相当額 231 1,512

その他の包括利益合計 157,242 238,823

四半期包括利益 164,232 249,963

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 142,287 207,651

少数株主に係る四半期包括利益 21,945 42,312
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 ※四半期連結会計期間末日満期手形 

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしてお

ります。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期

間末日満期手形が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。 
  

  

  

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含

む。）及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。 

  

  

前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

１．配当金支払額 

  

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連

結会計期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

１．配当金支払額 

  

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連

結会計期間の末日後となるもの 

該当事項はありません。 

  

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

  
前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間 
（平成25年６月30日） 

受取手形 千円 84,793 千円 85,682

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日） 

減価償却費 千円 253,558 千円 270,214

負ののれんの償却額  〃 703  〃 －

（株主資本等関係）

決議 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり 
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月15日 

取締役会 
普通株式  54,745  4.00 平成24年３月31日 平成24年６月12日 利益剰余金 

決議 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり 
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成25年５月15日 

取締役会 
普通株式  54,745  4.00 平成25年３月31日 平成25年６月11日 利益剰余金 
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

   報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１ 「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、報告セグメントに関連する事

業（引越移転事業、施工関連事業、輸出入貨物取扱事業、通関事業、港湾関連事業、労働者派遣事業、損害

保険代理店業、物品販売業、総合リース業、旅客自動車運送事業等）であります。 

２ セグメント利益の調整額△687,851千円には、セグメント間取引消去594千円、各セグメントに配分していな

い全社費用△688,446千円が含まれております。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない総務、人事、

経理等管理部門に係る費用であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

   報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１ 「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、報告セグメントに関連する事

業（引越移転事業、施工関連事業、輸出入貨物取扱事業、通関事業、港湾関連事業、労働者派遣事業、損害

保険代理店業、物品販売業、総合リース業、旅客自動車運送事業等）であります。 

２ セグメント利益の調整額△722,030千円には、セグメント間取引消去650千円、各セグメントに配分していな

い全社費用△722,680千円が含まれております。全社費用は、主に各セグメントに帰属しない総務、人事、

経理等管理部門に係る費用であります。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：千円）

  

報告セグメント
その他事業
（注）１ 合計 調整額 

（注）２ 

四半期連結
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

貨物自動車 
運送事業 センター事業 アセット事業 計

営業収益     

外部顧客への営業収益  4,450,026  1,542,487 1,470,394 7,462,908 1,412,827  8,875,735  － 8,875,735

セグメント間の内部収益

又は振替高 
 －  － 6,649 6,649 －  6,649  △6,649 －

計  4,450,026  1,542,487 1,477,044 7,469,558 1,412,827  8,882,385  △6,649 8,875,735

セグメント利益  272,780  118,081 178,706 569,568 172,220  741,788  △687,851 53,936

  （単位：千円）

  

報告セグメント
その他事業
（注）１ 合計 調整額 

（注）２ 

四半期連結
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

貨物自動車 
運送事業 センター事業 アセット事業 計

営業収益     

外部顧客への営業収益  4,753,563  1,594,428 1,533,362 7,881,354 1,494,061  9,375,416  － 9,375,416

セグメント間の内部収益

又は振替高 
 －  － 7,549 7,549 －  7,549  △7,549 －

計  4,753,563  1,594,428 1,540,911 7,888,904 1,494,061  9,382,965  △7,549 9,375,416

セグメント利益  341,042  106,282 155,314 602,639 196,688  799,328  △722,030 77,297
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 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

 平成25年５月15日開催の取締役会において、平成25年３月31日の株主名簿に記録された株主に対

し、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。 

① 配当金の総額                  54,745千円 

② １株当たりの金額                 ４円00銭 

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成25年６月11日 

  

（１株当たり情報）

項目 
前第１四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭0 49 円 銭 0 7

（算定上の基礎） 

四半期純利益金額（千円） 6,672  1,011

普通株主に帰属しない金額 －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 6,672  1,011

普通株式の期中平均株式数（千株） 13,686  13,686

２【その他】
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 該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る日本ロジテム株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連
結会計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月
１日から平成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半
期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠
して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚
偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結
財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本ロジテム株式会社及び連結子
会社の平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績
を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。 

以 上 

  

   

  独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成25年８月13日

日本ロジテム株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 星  野  正  司  ㊞ 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 根  本  知  香  ㊞ 

  
(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。 

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 
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